
200－（200）　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第9巻第1号

捌出豚子宮運動に及ぼす諸種自律神経剤の影響に就て

第1報臼律神経末梢毒の影響
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又，前二潟の神経は動物の種類によりその作用態度

　　　　　　緒君　　　　鍛総P諜緬犠写蕪號掌
　子宮を刎日浅して，之を酸素を以て飽和せしめた加温　　　gastricus｝よ子宮血管の収縮作lllをもつにも拘らず・

Ringer液中に概くと，腸管の如く振子運動乃至蠕動　　　その刺戟によつて或る動物では子宮収縮が起り，或る

運動を営むことは古く1908－10年にKehrer，　Cushny　　種の動物では子宮運動の抑制力男己1よれるが，その本態

らの発見した所であつて，その後幾多の研究表の観察　　　に就ては本神経は促進作用と抑制作用の両線維を含む

によつて，その運動の本態が筋原性のものであるか，　　　と見緻されるものSようである。

神経原性のものであるか鱒論じられて来たが，未だ定　　　自律神経剤なる概念はDale，　Langley並びにその

説を見るところとならず，その詳細については不明の　　　門下を窯とする研究の結果，本剤は自律神経末端セこ母

点が少くない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　用するとする従来の見解は既に過去のものとなり，自

　子富の神経皮配は主として交感神経性であつて，之　　　律神経剤とは交感，副交感両神経節並びにこれらの節

に属するN．hypogastricusによるが，又一方仙髄よ　　　後線維によつて支配される諸臓器の受容体に作用する

り分岐するN．pelvicusから副交感神経性の支配を受　　　薬物を総称している。即ち神経衝i喉の伝導に関する体

け，後看はCushnyによれば，　N．　hyPogastricusと　　　液伝導学説が発展確立されるにつれて，自律神経興鞭

同方向に働くものxようであるが，極めて微弱且つ不　　　剤は作用機序の如何を間はずAdrenaline様物質父は

安定のため一般には否定的と見徴されている。　　　　　Acetylcholine様物質とされ，遮断剤は逆に抗Adr一

　併し乍ら子宮は副交感神経毒には交感宇1際毒に対す　　　enaline若しくは抗Acetylcholine　eP用物質と定義さ

ると同様直ちに反応し，叉，直接の刺激剤特にPitui一　　れ，これに平行して1940年以降多数の所謂自律神経

trin系薬剤，蓑角アルカPイド，ヒxタミンに対して　　剤の発見，合成を見るに到つた。従つて著潟はDale

も極めてactiveに反応する。　　　　　　　　　　　　　らが主としてその研究に使用したAdrenaline，

　而して子宮の自働運動に就ては，腸管に於けるアウ　　Acetylcholine，　Pilocarpine，　Atropine，　Nicotine等

エルバツハ神経叢の如き自働中枢と見倣し得る器管を　　　とその後の諸剤に就て比較実験を試み，若干の知見を

見出せない。解剖学的には子宮筋肉に多数の神経網を　　　得たので，その結果をこ」に報告することi・・した。

有し，子宮の外部にはフラソケソホイゼル神経叢，即

ちPlexus　”te「°va竃inalisがあり，　Dale・Langley，　　　実験方法並び1、欄

Andersonらによれば更にもう一つの卵巣神経叢PI－

exuS　ovariiの支配を受けると述べられているが，そ　　　実験材料としては豚の易ll出子宮を使用した。採取方

れらの支配する神経に就ても知るところが少い。　　　　法は屠殺場に於て食肉用に屠殺される豚の子宮の提供
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を受けた。即ち，頭部撲殺，頸動脈切断により放げ緻　　　smear検査による周期の決定は不可能であると結論

死せしめた後，開腹し，両側子宮角を中心として膣下　　　している。

部より両側卵巣に到る迄を・一括して別出し，冷Rin一　　　実験に供された動物即ち1者場に於て人手し得る動物

ger－Locke液中に投入したものを持ち帰り，直ちに　　　の年令は経済的理由から生後8～10ケ月が大半を占

氷室に保存し，実験に臨んでは必要部分を切除して使　　　め，又その大多数は未経産であつた。一般に外見上の

用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉眼的所見即ち発情時の外陰部の発赤，充血，腫張，

　豚子宮角は生後8ケ月以上の成熟豚では通常20～30　　分泌物増加並びに動物の動作等よつて発情なりや否や

cmあり①②，子宮角から卵管に移行する部分は両者　　　を鑑別し，而も食肉用として非発情期のものを屠殺す

の境界が明確であるが，子宮角から膣に移行する部は　　　る傾向が強く，又，最近Burger⑤が約540頭のヨー・

家兎，モルモット等の双角子宮の如き子宮腔部を欠　　　クシヤ，パークシヤ2種に就て調査した結果による

き，肉限的に子宮角と膣との境界は明確に区別し難　　と，性周期は21～22日であり，而も性静止期は19・12

い。実験に当り子宮角を上・中・下の3部分に分ち，双　　　士2・49日で発情期が極めて短いため発清期子宮は極め

角の子宮角が分岐する部分を以て子宮角の下端と見倣　　　て稀にしか得られなかった。従つて実験は主として卵

し，この部を下部子宮とし卵管附着部附近1んを上　　巣並びに子宮の肉眼的所見より静止期子宮と見倣され

部，中間1／3を中部として子宮の縦軸の方向に直角に　　　るものに就て行つた。

刀を以て長さ約3cmの子宮片をとり，39°C加温栄養　　　　実験に使用した薬物は現在の化学構造を主とする分

液中にセルフインを以て懸垂し，自発運動の発現する　　　類法によつて区分し，その性状については各項目に於

を待つてキモグラフイオン煤紙上にその運動を描記せ　　　て述べるが，その名称は次の10種である。

しめた。薬物の投与は栄養液中に滴下する方法をとっ　　　Adrenaline（三共），　Pilocarpine（Jfercle），　Atro一

たため，以下に述べる濃度は全て栄養液中の濃度であ　　　pine（maerck），　Acetylcholine（Hoffmαnn－Lα

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roch，e），　Privine（Cida製品提供），　Nor－Adre－

　1922年Papanicolauが膣脂膏の周期的変化を発見　　　naline（三共），　Priscol（Cida製品提供），　Reserpine

し，逆に本検査法により性周期を決定し得ると唱導し　　　（EzSσの・Ethylemine（吉富），　BuscoPan（Bceri？z一

て以来，子宮の薬物反応が性周期の如何により左右さ　　　σ87’9’oh？n　，田辺製薬提供）。

れる点が諸学者の注目するところと・

なつた。著者もこの点に留意し，発

情に伴う縢脂膏（以下Smear）の変

化を骸した・即ち・子宮角と共ec右側棺角
外陰部迄を一括別出した後に，膣膣

を開き屈曲する頸管部を子宮角に近

　　　　　　、　　　　　　　　　　卵　　　巣
に相当する平滑部をE，舟状窩に相

当する尿道口以下の部分をFに区別

して，夫々の部より塗抹標本を作り　卵　　管

メチレソブラウ単染色を施した後検

鏡した（写真参照）。

　Smearの変化に関する先人の観　　膀　　　胱

察は牛，馬家兎，モルモツト，ラ

ツテの如き多数の報告がなく，僅か

にZupp（1924）は前庭のsmearに

白1血球が発情の2～3日間出現する
と云い，叉，Mackenzie③は，多少　　尿　道　口

の角化上皮細胞は全ての時期に見出

されると述べ，Wilson④によれば豚

smearはラツテ，モルモットの如き

変化の明確なるものはなく，従つて　　　　　　　　　　写真：牝豚内性器　（8ケ月）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来し時として攣縮状態を，又，10－一・6では毎常鰍縮1［ll線
　　　　　　実験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を描いた。

Adr・n・1in・　　　　　　　　小括、以」、の1燃か覗ると，Pil・ca・pi・・好’磁
　1895年Langley，　Anderson⑥がモルモツトの易lil⊥1　　びに卵管に対L．少一［fi：より大lil：に到る迄運動促進1’i勺に1’F

子宮に於てAdrenaline（以下Adr）が不嬉子宮には　　　用し，少fil：では振幅増大、運動数の増加を来させ，大

抑制作用，妊娠子寓には興奮作用をll塾することを観　　　鼠では強い緊張上引・並びに収縮を到そし，却ってその運

察して以来多数の追試轡により種々の動物の・且つ子　　動を停ii二せしめる。

宮の1幾能状態｝こよる差異が注口されて罵り枚藤…に暇

ないが，こsに烹なものx概要を述べると，共の後　　　　Atropine

Dale⑦，　Cushny⑧，　Okamoto⑨も同様の見解を述べ　　　本剤は副交感神経末1絢を遮断する薬物として将に耶

たのに対し，Kehrer⑩はヲ1∋嬬ll書1易11出子宮に於て・抑　　　滑筋臓器の機有旨研究に用いられるが，　Cushny⑩，岡

制作用のみを，妊娠子宮は興蕾r胡1のみを観察し，　　　木⑨らは猫｝ilの他の動物予’勲こ於てPilocarpineのみ

Adler⑪，　Sugim。t。⑲，　H。lste⑬はモルモツ1・子宮　　　ならずAdrとt，拮抗作用を認め，撰択的副交感神3，f．

では妊・非妊に拘らず抑制的に作月」するとし・一致を　　　毒ではないとしている。

見ないo実験にはBOSmine（三共）を使用した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単独f乍用

　　単独作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10－zo以下の濃度では作用を誌めないが，2×10…P

　10－1・t以一ドの濃度では作用カミ認められない。10－le　　では．1二部ア宮に於てや刈辰i［i｝“縮小を認める。中。下部

の適用では無作用の例もあるカ㍉多くは抑制的に1／1’i用　　　では本濃度では1／1：用は発現しない。2xlO－sでは上部

してその運動を減弱させ1軽度の1辰幅縮小を来すが，時　　　に於ては投与後間もなく振1晦がほ黛半減し，時のたつ

間の経過と共に漸次嵌復の傾向を示す。濃度を増加す　　　につれて振lllll｛はや二恢復・3一るが，運動数は減少し，緊

るに従い振幅抑制f’1，1JiHが増1重1し，時として，10－v乃至　　　張度も下降する。10－7の濃度では上・中。下部共に

2×10－－sで運動停LLを来す例もあるが，木濃度では一　　　強い運動抑制を来す。

辮瓢蝋論li響灘。、；）が！翻を墨踏黙窮講
は1°－6であった・　　　　　　　蝋の棺r。於てのC。、1、ny③の業績敵ぎS。gi．

Pil・ca・…

顯の如くPil°ca「pi”e（以下Pi1）は雌的酬　は易ll出鵬に於ては，知の1嬢に応じて靴な比率

交感欄ミ欄であつて，塑こ対しては融感撫　蹴ならず，肋P・1の刺戟藤q勿翻・よる販

欝1翫毛・齢謬藩1灘鑑漏縢1欝翻，1論翻
窪蝦雲識諜・糠e論1灘量鶏籍論i1ユ。．，を午え。腿作用を

は゜・°1～°・°2％At「°pine　t／こより緩解されると云う・　みた子宮に於てA、，・。－t・は＿且振，勲1瓢近く復

　　単独作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰せしめるが，前処麗と同景のPi1を再投与すれば・

　10『o～10－s濃度では殆ど認むべき作用はないが，　　　再び運動フ’L進を来した（第1図）。然るにAtr　1・5x

10－Tではよく反応し，緊張は上昇し而も振蠣は約Lん　　　10－Pを以てすれぽ，Pi110－7の光進効果を抑制して原

に減少し且つ運動数の増加を来す。上部子富に於ては　　　状に戻し，且つ，Pi1の再投与によるも，その効果の

本濃度に於て半数は収縮状態を来す。10『6では強い　　発現を見ることはなかつた（第2図）。

攣縮曲線を描き，運動は間もなく停止するに到る。　　　以上の実態成績より見るとPil－Atrの関係に於ては

上・r－li。下部を比較するに上部に於て最も感受性が強　　　完全な拡抗［異】係が存在し，．目．っ，その濃度比はほ・L一

く，中。下都は之に次ぎほN“同程度であつた。　　　　　　1：70であった。

　卵管に対する作用；子宮と同様10－｛”～10－sでは殆　　　　　2）　ll「可管に於けるPilocarpine－・Atr〔〕pineの関係

ど作用を認めないが，時として10－sで軽度の緊張上　　　　PilユO－7により運動プ〔進を来した卵bl’tSに於てAtr

昇を来す例があつた。10｝7では明らかな緊張上昇を　　　を与えるに10『Pの低濃度に於ても拮抗作用を認め，
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う

（上部子宮）　↑1：Pilocarpine　10T7　　　　　　　　↑：．1：Pilocarpine　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Atropine　10”i〔）

　　　　　　第1図　Pilocarpine効果に及ぼすAtropineの影響

（上部子宮）　　　　　t．1：Piloca「Pine　10　τ　　　　　　↑3：Piloca「Pine　10一7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓2：1．5×AtrOpine　10－9

　　　　　　　　　第2図　Pilocarpine効果に及ぼすAtropineの影響

（卵管）　　　　　↑1：Pllocarpine　10”7　　　↑2二Atropine　IO－t）　↑3：Atropine　10『s

　　　　　　　　　第3図　Pilocarpine効果に及ぼすAtropineの影響

時標Cs）

（下部子宮）　　　　　↑1：N・r－Adrenahneユ0－7↑2：Acety】chuline　10　u　SL

　　　第4図　Acetylcholine効果に及ぼすNur－Adrenalineの影響
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（時標6s）

（中部子宮）　　　　　↑1：Nor－Adrenaline　IO－”・　↑2：Pilocarpine　10－7

　　　　　第5図　Pilocarpine効果に及ぼすNor－Adrenalineの影響

（11寺標6s）

↑1：PJrocarplne10　s　　　　　　↑2：Nor－Adrenaline　10－o↑3：Pilocarpine10－7

第6図　Pilocarpine効果に及ぼすNor－Adrenalineの影響

（時標6s）

（．L部子宮）　　　　　　　　　3．5m　　　　　　　　　　　　　↑：t：　Nor－Adrenaline　10－6

　　　　　　　　　　↑1　：　Atrop：，　ne　1．4×ユ〇－P　　↑2：Nor－Adrena】ine　10－T

　　　　　　　第7図　Atropine効果に及ぼすNor－Adrenalineの影響

（時標6s）

　　　　　　　　　　　　↑1：Nor－Adrenaline　2×10’L7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：BaC】22x10－“5

第8図　BaClk・効果に及ぼすNor－Adrenalineの影響
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10’齢8では更にこの傾向は著明である（第3図）。上記　　Ba）は本来の六二進作用を来す（笛8図）が，　Baにょ

の成績から見ると，卵鶯；に於ても両渚の拮抗関係並び　　　りプ〔進を来した子宮に於てはN－Adrの1111制作用は減

に濃度比は・子宮のそれと完全に・一致した。　　　　　　　　　弱される。従つてN－Adrの抑制効果は子宮筋1無身に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作用するものとは思はれないo
　Nor－Adrenaline　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

刺頒の子宮作用に就娼ま業績が1七較的少いが，　　小抽以上の灘傭要約すると・N－Ad・は馴L豚

G・、h、m⑳は猫子宮に就て裾蔓レ妊娠子宮に於ては　r階ζこ対して概して抑鱗三月」観する・而してその最

Adrに比してより強力に刺戟するが，不妊子宮では神　　　小有効濃度は「10・一一sで11醍度に振llll愉綿小せしめ・10’－v

経購な行つた際Ad琳之を弛繍麟せしめるに反　～10旺6卿1糧では一過｛生の運珈禰嫌した後・＃］1

して，N．Ad，はlt燃せしy。・7、，と漱いt、之に対して　fk・lj　L，10一5～10一t‘’・ee於て弛緩劇1：せしめる。葡して

West⑳並びにTainter⑳らはラツテ及び家兎の子宮　　Ach・Pil・Atr・Baとの関1系から見て・何れも糊∬1な

での観熱こよると弛緩個1撤余り強力ではないと云っ　；S，／／il）［t作川はii］・f・IN－・られず・従って」湘剃・IVとは侵：遡点を

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛にすることは明かであゐ。

　　・）単独作用　　　　　　　　P・i・in・
、。一・・肝では作鷹認めらオ。沈、いが，1・－fiで麟　 sy・・p・th・rnim・ti硫調neの鵬のNaP1’thyl

として双』。一・で1漁儲度の1璽醐】制を靴翻　誘51淋であつて，　N・phaZ・line　hydr°chl°τid蝋る

の縮，1、観る．聯して、。一・～1。－9で鰍舗後に　脇聖机，柵〃・撒式R（1ke’N“pllthylrnethy！）

＿過性の強、軸　観る。とカ・多く，その鰍去1・つて　1mid・z・1in・h・d・。・h1・・id・の化学融4・つ・靴合

総欝讐1講鑑諜嚢　3就二ll：・HCI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
　　2）AcetylchoHne効果に及ぼすN－Adrの影響
N．．Ad，．e。よつて抑髄郵た袖。　A、hを械る　伽交感　ll経遮1欄焔T㈱！ine　h・d「°chl°rideの

と，剃1時同様の醐尤進嫌す（第4図）。．又逆　Ph・？y曝をNaphthy磁で1撒したものであるが・

にAchの冗進作川はN－Adrによつて抑制される。従　　　作用は前奮の逆であると云はれる。臨床的には強い局

つて，A，hとN，．Ad，と暇獄娯にするものと　所雌収榊用鮪するため撒磁㈱として｛姻
見倣さ泌が，撒㈱を認める。と劇靴。　　されるが・F・i・be・幽ま遡酢・よ倣動的に囎撒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を来すと云い，又Yonkmanら⑳によれば猫の1直雌を

識・牌騰薦熱脇慧止器繊綿瓢灘夏繍
妹し好灘Pil　1°－7啓えるtlこ単鱗磁の運　さ漁いと述べている識近，井上⑰肝謡び畦
動腿観た（第5図）・又，逆に1’il　t°－7によつて　心闘して観察し，家兎易　｝ll・硝では賭㈱を凱

鋤腿妹したものにN旧Ad「を輿するに・1°｝“、。一・・で難を掛し1鞭蝋繍力。させ．そのf・rl用

講欝蹴獣論澱階琵織鑑鷺㍊；騰欝麟濃鴇慧染
動槌課はN“Ad「によつて醐1制されるこζ蜘　反し，。。i。i。，・・一・・で心翻抑Cllll・、・。」、る心騨止を

り得た・　　　　　　　　見ている．肚の勲ら見て，本獺、叡慣して，ym－

　　4）Atropine効果に及ぼすN－・Adrの影響　　　　　pathomimoヒicに．作用するものではなく，若干の

　低濃度のAtrにより抑制を受けた子富に対して，　　　cholinerglcな作用をもつものxようである。災験には

N－Ad・は10”7で剛捌な影響を与えないが，10””°　白色繍1・状の桝P・i・i・e（Ciba）を｝蝉蔽として使

では単独時同様の抑制を封ξす（第7図）。か蕊る所見　　　用した。

より見て・N旧Ad「の綿脚ζ｝よAt「醐係ないも　　ユ）灘1作1月

のと見倣される・　　　　　　　　、。一触下の1鍍でPよ欄なく，2．1・一・6で｝将肖。

　　5）BaC12効果に及ぼすN－Adrの影響　　　　　　迦，動抑制1「1勺傾向を示し，10－－5e－2×IO－r，では特1’こ振帆

　N－Adrにより抑制を受けた子宮に於てBaClu（以下　　　の縮小を来す例もあるが，かxるものでも運動数はむ
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しろ増加し，多くの例では促進的に作用して緊張の上　　す影響から見ても，Privineの作用はsympatho一

昇と運動頻度の増加を来した。4x　IO－s以上では更に　　　mimeticな両amineが抑制的に働くのに対して逆に

運動促進作用が強く，10－…の適用では予宮は強い収　促迦’［勺に働くものはうであり，又子宮と卵轍こ於て

縮曲線を描き，緊張は上昇し，振幅嫁強く縮小し運動　　　は主として逆に作用する点からみても，PrivinOの作

は頻数となるのを見た（第9図）。　　　　　　　　　　　用態度はAclr，　N－Adrとは異輩1£のものと認めざるを

　叉，卵管に於ては2×10－6以上の適用により緊張が　　　得ない。

軽度に下降し振幅を増大させるが，増鍛して10－sで

は運動抑制作用がA￥・1強し，緊張は下降し振li嘔1は却って　　　　　Priseo】

大となるが，2　xコlo－u以一ヒでは卵’臨の運動は緩慢と’1・sc　　　Trazoline　hydrochlorideとも呼1まれ，下記の構造

る。而して例外的に発情期にある卵瞥に於て，低濃度　　・武の如く，2－・benzyl－2・・imiclazoline　hydrochlorlde

のP・ivineにより劉長鋤ll観た。　　　　　なる化・銘をもつ鮒・ll絶縞1融粉末である。従って

低鑓灘驚驚蹴　く）一ぐll：・HC1
弱となつた子宮に，Privine　4×10－’・1を与えると轍独　　　　　　　　　　　　　　H

時とほ虹司様の緊張上昇を来した。　　　　　　　　　　化単的にはImidaZQline誘導体であり交感神経．遮断剤

　低濃度（2×10『吟のPrivineによつて緊張上昇を　　　並びにHistamineと関係がある。　Yonkmanら⑳

来した子宮に於て，Adrは5×10　sに於て水来の抑　　　（1945）の研究～ごよれば寂兎ではHistamine様作用を

制作用を発揮した。叉Privine　10－4による強度のll又　　繋し，易ll出腸管及び子宮をこ於て収縮を来’し，．tl．つ，！Jx

縮lll1線は2x10－8　Adrにより緊張下降を来し，而も　　腸筋の収縮はAtropineでVllfBIJされるところから見

同一子宮に約12mの後，更に前間と同濃度のPrivine　　　てcholinergicのものであるとしている。］SL　Ahlquist

を1乍用せしめたところ，薯しい収縮ill1線を描いた（第　　　ら⑳は動脈及び子宮のAdrenalineによる増強効果を

9図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Priscolは遮断するカミ，抑制効果に対しては然らずと

又A・h　IO－7の適用により獅・1蹄腿来したもの　述べ，本剤のadren・1yticな作用を強調している。

にPrivine　IO　一’　’iを投与すると単独時と同様の収縮を　　　従つて，黍剤の末梢作月：1に於てV＊一一見矛庸した如ぎ

来し，又その後のAd・ユ。－7投与により運動抑fl］11ig　様相・P・IJちad・en・lyti・，・ympttth。mim・ti・，・h・li一

受ける。併し乍ら例外的にAdrの前処羅後Privine　　nergic・histaminicな作用をもつもの蕊ようである。

を適用した処，作用が逆転し，運動を抑制せしめたも　　爽験にはPrisco1（Cibの彩｝末を水溶液として使用し

のがあつた（第10図）。　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　3）Nor－Adrenaline反応に及n’すPrivineの　　　　　1）単独作用

　　　影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10’”7以下の濃度では殆ど作用を調めない。2×10－7

Ad，とほ胴撫N二Ad，の縮1印雛肌P，・，ine　～…O“7で購として運磁蝋力・を来す例硯ら

によつては影響されなかつた。又発情期子宮に於ても　　れたが・10”a以上ではむしろ毎常振幡の減少を来し，

剛くP，i。i。，の罰腿欄はN．Ad，によつて抑、灘の上尉るにつれて野度醐徽く撫・1抑制が

fis、1された（第・図）。　　　　　　　轍し・1°’“‘では撚後2～3M　Vこして振1臆翻i∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に比し約X／sとなり，概して運動数は反対に増加の傾

　　4）卵管に於けるAdrenaline－Privineの関係　　　向を示した。而して木箪で運鋤停止を来すものもあ

　低濃度のAdr（10－s～5XユO’”s）を作用させて運動　　　つた。絶対停止鷺は10峨～5×1ぴ垂であつた（第13

の抑制を受けた卵管にPriviロeを適用したあと前と同　　　園）。又感受性は上・下部が高く中部は1七較的鈍感で

濃度のAdrを与えてもPrivineの影響は見られず，　　あつた。

ヌ．Privineにより運動抑制を蒙つた卵管にAdr　10“7　　　卵管に於てIX　IO’－6以下は作用なく，10－　「’以上で運

を適用したところ・軽度乍ら尚も運動の減弱を来し　　動を抑制し振幅の縮小と緊張の下降を見た。

た（第12図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の薬物との関係をみると次の如くである。

　小括：以上の実験成績から見ると，Pri▽ineは概し　　　　2）Adrenaline作用に拠ますPriscolの影響

て子嘗には運動促進的に，又卵管には抑制的に作用す　　　Prisco1の作用の明白な10一6の濃度に就て検討し

ることを知つた。而してAdr及びN－Adr作用に及ぼ　　　な。即ち，上記濃度のPrisco1によつて抑制を受けた
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（時標6s）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m　　　　4m

↑t：Privine　10－4　　　　　↑塊：Adrenaline　2　×　10－s　　　　　　↑，t：Privine　104

　　　　　　　　↑2：Adrenaline　10－s

　　第9図　Adrenalineの作用に及ぼすPrivineの影響

（時標6s）

（上部子宮．）　　　↑2：Adrenaline　2×10－s　　　　　　　↑3：Privine4xユO－4

第10図　Pri▽ineの作用に及ぼすAdrenalineの影響

（II寺標6s）

（上部子宮）　　　↑1：Pri▽ine　8x10－5　　　　　　　t’　2：Nor－Adrenaline・2×10－7

　　　　　　　　　第］1図　Nor－Adrenaline作用に及ぼすPrivineの影響

（峙標bSI

（上部卵管）　　　　　　2m　　　　　2m　↑3：AdrenalinelO－7
　　　　　　　　　　↑i：　Privine　10－5↑2：Privine　4x10－5　　　　↑4．：Adrenaline　5×10’一T

　　　　　　　　　　　　第12図　卵管に於けるAdrenaline－Privineの関．係
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（時標6s）

（上部子宮）　　　↑1：Priscol　10－a　　　　　　　　　↑，；：Nor－Adrenaline　10－7

　　　　　　　　　　　　　　↑2：Priscol　10－5　　　　　　　　　　　　　↑－i．：Nor－Adrena】ine　lO』6

　　　　　　　　第13図　Nor－Adrenalineの作用に及ぼすPrisco1の影響

（時標6s）

（中部子宮）　↑1：Adrenaline　10『s　6m　　　↓：1：Adrenaline　10－s

　　　　　　　　　　　↓L）：Priscol　10－5

　　　　　　第14図　Adrenaline効果に及ぼすPrisco1の影響

（時標Cs）

（上部子宮）　　　↑1：Priscol　lo－5　　　　　　　　　　↑3：Priscol　10－5

　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Adrenaline　10－s

　　　　　　第15図　Priscolの効果に及ぼすAdrenalineの影響

（時標6s）

（上部子宮）↑1：Nur－Adrenaline　2　x　10－　ti　↑：1：Pri9．col・2×IU－6　　　　　　　↑5：Pmbcol　105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Prisco110－s　　　　　　↑4：Priscol　6×10’一1］

　　　　　　　　　　　第］6図　Prisco1の作用に及ぼすNor－Adrenalineの影響
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子宮にAdr　10－sを適用するに顕著な下降曲線を描い　　　　Reserpine

たが・之にP「isc°1搬与する1こ・璽緊張の蝦を　糊はR・。w。lfi、，，，p，nti。。の有づ一る。ル加イ

見た・　　　　　　　　　　ドのう撮磁力婚ので，C，Qnh，imら⑳融のも
又逆にP「iSc°1の抑　1【」作用はAd「により禰1さ　っ全ての1鰍螺を示すと云う。今H未だ1（1［1－ll「・際1

れた・含・瀦の各撒蝋顯こ於て作肋翻が　としての㈱脇硫分解り］さ濱鵬ず，野辮
比111交1鰯い例で観雰糺てみたが，両隊1（flA・14・・，第15　肋徽もないが，　R。。w。］fi。、cane，cen，、1。舗描

図）轡てP「isc°1・　Ad「の夫々によ棚鋤果瀕　・・レカ・イドR・・w・1・ci。e　ethLsuてのM。kherjee⑭

雛魏される・　　　　　　　によ徽察1鯵附べき佃伽・ある．晦儲は心
　　3）　Nor－Adrenaline作用やこ及ぼすOt　riSeolの　　　　筋の抑制によりJ勇し圧を下降させ，腸管並びに子’1鯖llを

　　　影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抑制すると述ぺている。Bein⑫⑳はsympatholytic

　N－Adr　2×IO－sにより抑制を受けた子宮に10－6及　　　な作用及び紳経節遮断fノ「…用はないと報告しているが，

びPrisco12×1　o－　，1を適lllすると，　Prisco1／0－t；の　　　著者はBeinの報告に1衡討を加えてみることkしたe

個1は認めら漁いが・2・10－“では振illll｛の・］111制と巡　　1）糊；f・［・A’J

轍の減少嫌した㈱16図）・N－Ad・を増肌て・　R。，e，pi。，、・一・肝では作∫臨奮忍め徽い．・・

2x1°－7の醜1脈より強・棚ilを鮒た二踏に方管　・・一一7では既レd〔罷度の振II㈱小捌乏す例がある。

も4×1°『“P「isc°1の彿彫決発肌た…　　　　…・で駄緻例1。於て．kl　！のll11　｝ll燃醗肌，

5L・P「isc°11°一一6で拠【乱た後N’・Ad・齢渤　運鮒、1，嫌畑も加た．2．5。IC4・では個1徽

に，5x1°un’　［）の低濃のNpAd・に於ても1糊f　…∫ilが　は搬で繭るが，抑lill」f’ll∫1】は購で適騰3～4・で

認められた・　　　　　　　　振・聡1矧盲砒し糊脳軸となり．目つ運蹴緩
　　4）　Ephedrine作用に及ぼすPriscolの影響　　　　慢となる。5×ユO”’ll以上では金fグ1共投与後illl：ちに予’1封

　Ephedrine（以下Eph）作用はAdrのそれと類似し　　　運動の停止を来したc”要するにReserpineは標本セこ

低濃度に於て抑制的効果を示し10－s以上で迦動を減　　　より感度の鑑は紹められるが，作用態度は常に・〕IE動抑

弱せしめる。予めEph　5×10－＄を作用させて振1隔の　　　制であつて・而も作用発覗濃1斐の巾は極めて狭い。

抑制を見た後10－6Prisco1を適用し，1乍用の発現す　　　　次いで｝主として，侮常抑制効果をもつ2・5XlO－6

るのを待つて初めと同濃度のEphを与えるに，更に　　　の濃度に於て他の薬物との関係をみると，以下のよう

抑制作用が穂められた。　　　　　　　　　　　　　　　　である。

贈こP「isc°1硝鰯した後E・h樋附ると　・）A、h燃。及附Rese，p・neの1辮

欝　てEph　iliJ制fF∫購購聯。搬轟；、灘欝認禰

　　5）Pilocarpine作川に‘及ぼすPrisco1の影響　　　回と同濃度のAchを与えた処，ほ樽無処itt！，1時と同様

　Priscol　10－sの前処概により運動抑制を受けた時期　　　の反応なみた（第19図）。又逆にReserpine　10－・L　l・こ

にPil　10－7～5×10－Jを適用してもその促進効果は　　　より全く運動の停【Lを見た子宮も5x10－sの低濃度の

単独時と同様発現しPriscolの影響は見られなかっ　　Achで強い運動尤進を来した。

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Pilocarpine作用に及ぼすRcserpineの

　小括：上記の成績から見ると，Prisco！は子宮運動　　　　　　影響

に対し低濃度では時に運動充進を見ることもあるが，　　　　Reserpine　lO－oを適用して運動停止を来した子宮

ユ0－6以上の濃度では常に抑制的に作用してその振幅　　　に対し・Pilを投伊するに・Pil　10『7では無f／F用であ

を縮小せしめ，高濃度に於ては緊張をも下降させて，　　　つたが・Pi110－6ではPi1本身モのプC進作用が発現し

運動を停止せしめる。而してAdr，　N－Adr，　Ephedrin　　　た。

との関係を見たところ・その何れの抑制作用をも増強　　　　4）AtrLpine作用に及ぼすReserpineの影響

せしめIELつ醐の騒脇増大されることを知つ　予めA…pin・のi高濃の10・を臓好脈低
た。又・Pi1との関係では本物質とは殆ど｛1影響は見ら　　　濃度のReSerpine　10－6を適月1するに，単独時と岡様

れなかつた・　　　　　　　　　　の下陶隔1鮒1いた。又R，・erpi。e　2・10－・によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り抑制されたものにAtrを与えるに更に運動抑制を
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C時標6s）

（上部子宮）　↑1：Ephedrine　5×10”s　　／｝　，）：Prisco110－5　　　　　　　　↑：”：Ephedrine　5×10－s

　　　　　　　　　　第17図　Priscol　f乍用に及ぼすEphedrineの影響

（時標6s）

（中部子宮）↑、：Priscol　5＞（IO一fi　r　2：Priscol　10－5　　　↑ll：EPhedrine　10－s

　　　　　　　　第18図　Ephedrine．1乍用に及ぼすPriscolの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　↑1：Acetylcholine　］O－7　　　　　転：Acetylchoiine　10－T

　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Reserpine　2。5×ユ0－6

　　　　　第19図　Acetylcholine作用に及ぼすReserpineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　↑1：Retierpine　2×10－6　　　　　　　　5in

　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Atropine　10－5　　　↑f’：Acetylcho】ine　10－6

　　　　第20図　Atropineの作用に及ぼすReserpineの影響
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（時標6s）

（上部子宮）↓1：Adrenaline　10－E）

　　　　　　　　　　　　　　↓2：Adrenaline　2－5×10．　EJ　　　　　　↓：1：Reserpine　2×10　6

　　　　　　　第21図　Reserpineの作用に及ぼすAdrenalineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　M：　Rebetpine　D×jo’7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑L｝：Ephedrine　5×10－s

　　　第22図　Ephedrineのf乍用に及ぼり“Reserpineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　　　　　　　　3m↑L｝・BaCl22×10－5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑1：Reg．　erpine　5×10－（；　　　　　　　↑3：PaC且25×10－」

　　　　　　第23図　BaCle効果に及ぼすReserpineの影響

（時標6s）

（中部子宮）　　　　11：E［hylemine　5×10－（．；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓2：Eしhylelnine　5×10－5

　　　　　　第24図　Ethylemineの単独作用
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示した。而して，之に更にAch　10－（1を与えても充　　　対する作用に就ては不明であるが，心臓並びに腸’i無こ

進作用の発現を見なかつた（第2（図）。　　　　　　　　　対するAch効果を遮断し，又vago－vagal　reflex

　　5）Ad，en。1i。。作凧。及ぼすReserpin，の1謝　’…illl“」IJし，且つ父・交感鷹系に対してもその柵節

低搬のAd，2So。1。一・酬1賭｝。より、．旦鋤　酬ミIll‘して，　Nic°七ineの荊三丁’【三∫”に撒すると云う・

停止を来した後，やx運動の恢復した標本tlこ，2x　　　　l）嵐独f乍用

10－oReserpineを適用するに，　Reserpineの抑制fノ【1　　　5×1C〕’”t［～5x10－「3フうi至．10－7では認むべき作用はな

用はAdrにより何らの影響を受けなかつた（第21　　いが，5×10’”7では時として，父10－eでは毎常［r宮

図）。又逆に，Reserpineによる運動低一ド後4、　Adrの　　　の運動を冗進させ，緊張は僅かに上昇し運動数は増加

作用は発現した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　を来す。5×10一‘3では緊張は著明？こ上外し・且つ巡動

　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　，　　　数は頻数となる（第2・1図）。　濃度の上引・するにつれて

．晶諏瓢蹴搬聯1見蟹器讐繍翻鍛識L｝°謬二瓢聡鷺

麟鷺蹴譲瀦、論1磨・騰砦・縮小刎・し・醐・は隙・に到

を来した後Ephを適用するに何れも9＠こ，曲線は下

降した（第22図）。　　　　　　　　　　2）Pll・…pi・e　f／F凧こ及ぼすEthylemineの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響
　　7）弓a「ium㈱に及尉Rese「pineの照…　Pi］．・T］fi処鰍対する・、hy・m・。，の鰍槻るに，

2×1°－b DのBaC’・嫌て酬を騰査せた轄　・・11・一一・・・…より運動・雌したも・1，・・E・・y・em…5

にReSe「plne　5×’°－6樋∫　し・酬の欄観た　、1・一・～1。一　・1を械れ頗に鵬の増弓重閣∈し，緊

後，前と同嚴のBaCl・欝えると1その雌1棚　張」，昇蜆るが，　E、hyl，mi。，をユ1；蝿，して2。1・一・を

聯ど翻しない認翼に・5）〈炉髄力llしても振　与鯛ボ却つて櫨的剛きその糊鹸馳しめる
　　肋ミ前回よりや蝋大するのみで・鮪の轍」洲・f’F　（第26図）．Pil・・一・の11町蝦により弧い糠llll1線掘

用蜆ら漁かつた（第23図）・　　　　　したものも，・・…・のEthyl，mi。，により運醐・止を

　小括：以上の成績からReserpineの作用を要約す　　　来した。

れば，最小有効濃度は5×1c－7で，子宮に対して抑制　　　　又低濃度のEthylemine前処i醗により運動尤進を来

的に働きその蓮動を減弱し，濃度の上昇につれて増強　　　したものはPilにより運動促進を来したが，高濃度の

し，5x工O－tコ・・v10－sに於て運動を停止せしめる。而し　　Ethylernineにより運動抑制を受けたものではPilの

て他の薬物との関係を見るに，Pil，　Achの〕’〔進作用，　　充進作用は兇られなかつた（第27図）。

At「・Adr，　Ephcd「ineのdlll制作用に対し・Reserpine　　　　3）Acetylchollne作用に及ぼすEthy玉emine

は特記すべき影響を与えなかつた。併し乍ら，BaCIL・　　　　　の影響

の運動促進作用はReserpineにより減弱されるとこ　　　　先づAch前処置の揚合を見ると，　Ach　10－7によ

うより見て，本物質の運動抑制は主として子宮筋1ξ1己　　　る運動虎進に対しEthyiemine　1．5x101｝～5×10－t｝

の侵襲によるものと見倣される。　　　　　　　　　　　　は協力的に作用して緊張には特記すべき変化を来さな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いが，Ethylemineを増蚤して10－’tに到れば運動は

　Ethy｝emine　　　　　　　　微弱となりやがて｝闘停1Lを来すに到る（第281渕）。
　Ethylemineは下記の如き構造式を有し・Diethyl・－　　　2x10－6　Ethylemineの前処1撫こより10－7　Achの

・minoethylalc。h・1の誘導体で・N－（2’－Di・thyl・mi－－　f・1・用は1、U現せず5L，　Edhyletni。，5x10－・により運動

noethy1＞pheno七hlazine　hydrochlorideなる化学名　　　が抑制された際にAch　IO－－oを投与してもAch木来

をもつ白鰍・ll1働宋であつて・B・v・画・の観察に　の運動職効果睨ら漁かつた（第29i、D。

よれば，強力な副交感神経遮断作用を呈する。子宮に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小括：以上の突験成績から見ると，Ethylemineは
　　ノ＼／S＼／＼　　　　　　　　　　　　　　　　子宮に対し少量乃歪中等量：では運動を充進させ運動数

　　I　l　　1［　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　〉＼N／〉　　　　　　　　の勅1と轍上タ陵来さしめるが，焔・では去【］つて抑
　　　　　　i　　　　　　　／C2H5　　　　　　　　制して遂にはその運動を停ILせしめる。而して，　Pil，

　　　　　CHザCH盟皿㌦・、’Ci　食：1完蹴繊繍1隷魏｝童　1篤馬
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（時標6s）

（上部子宮）　　　↑1：Ethylemine　10－5　　　　　↑2；　Ethylemine　10－－i

　　　　　　　　　　　　第25図Ethylemineの単独1乍．用

（時標6s）

（上部子宮）　　　↑1：Pilocarpine　107

　　　　　　　　　　　　　　　　↓2：Ethylemine　2×10－6

　　第26図　Ethylemineの作用に及ぼすPilocarpineの影響

（時標6s）

（中部子宮）　↑1：Ethylemine　5　x　lO－5↑2：PilucarpinelU－7↑5：Acetylcholine　10－5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑：1：Pilocarpine　10－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑4：Pilocarpine　10－5

　　　　　第27図　Pilocarpineの作用に及ぼすEthylemineの影響

（時標6s）

（下部子宮）　　　　↑1：Acetylcholine　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓L）：Ethylemine　1．．4　x　10－c，　↑1：Ethylemine　10－4

　　　　　　第28図　Ethylemineの作用に及ぼすAcetylcholineの影響
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（時標6s）

（下部子宮）　　↑1：Ethylemine　5×10－n　　　　　↑2：Acetylcholine　10－6

第29図　Acetylcholine効果に及ぼすEthylemineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　↑1’Aceしylcholinesxl〔．1：’　　　　↑：｝：Acetylcholine　5×10’　（；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓L）：Busc〔）pan　4×10－↓　　　　　　　　　　↑↓・Acetylcholine　5×10－4

　　　　　　　　　　第30図Acety］choline効果に及ぼすBuscopanの影響

（上部子宮）　　　M：　Pilocarpine　10－T↑，篭：Pilocarpine　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2；Buscopan2×10一8↓ゴBuscopan　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑5；Pilucarpine　10－7

　　　　　　第3］図PilocaTpine効渠に及ぼすBuscupa［iの影響
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上のEthy！emineは11【btしてPi1，　Ach両者の効果　　ないが，岡濃度のBuscopanの適用により振幅の縮小

を完金に遮断する。　　　　　　　　　　を来した後はP董王の完奮作凧醗現しなカ・つた（第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31図）。

　　　　Buscopan

く副焚感神経節のSynapsを遮断するものと見てい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総措並びに考按

　　1）単独作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　博麿は，豚子宮の薬物反応の観察に当りド令的な相

　10“－o以下の濃度では認むぺき作用はない。10－sで　　　遼，特に性成熱の如何及び｛if，1：，周期によつてその巡動形

は上部力靴蜘燃度がlliく，振幅の減少刎ミす例が多　式凋随を来づ℃とを認め湘．つ諸翻嬉物牛1に1．牌

く一甑するにつれて・この蜘’11が顕’蛙なり，而も　襯釜，i孟の鰍1が性剛り｝の姻鵬よつて大いに左イ1され

2×10－sの濃度で緊張の下降を伴うものも見られる。　　　ることを顧慮し，性静ll期のもののみを掘として使用

10一丁では振幅はほx“半減する。併し乍らか．Lる濃度　・　した。

に於ても運動数に変化なく，又振幅抑制｝ま一一過性で　　　而して，自律神経毒のうもイiこ理作用並ひミに薬理作珊

3～4mで原状に復し，運動がむしろ規則正しくなる傾　　　の比較的判然とした，　Adrenaline、　Aeetylcholine，

きさえあつた。5．Z10－6に於ても運動l　ILを見ること　　Pilocarpine，　Atropineの1／li用を檎1寸し，　Keye⑳，

なく，時間の経過と共に漸次運動の恢畿する傾向を示　　　Kok⑳，　See1⑳らの先人が豚場！i出子笠￥に於て観察した

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果とほ罫同様な成績を得て，之を以て近・1発見若し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くは合戒された諸種峰1律神経，Jiの子宮作用Vd’検索する
　　2）Ach作用に及ぼすBusc。panの影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　ことsした。
Ach　1°｝9～1°燃轍の甥した標本嗣灘の　今得ら糠鰍樋曝包する闘り，子鯛肋

BUSc°pa睦恢ても抑制fド隙糊でなカリたが・　mec・。・，m蹴て沈人の撒を棚すると，縮

を猫と・暫ll驚轍は弛緩し振子鋤臆こ・、n、1。y，　A。d。，s。。⑥、及V・6、1，，・、・d叢，w㊥らが

飢又騨の前処・撒・4×1°－6　Busc°pan魯え　猫獅。ル。。，蹴。欄し瀦賦，，1，、、。s

て邸の紗を来したものでは‘×1°一⑰Achで ﾁ　の鰍、・，縮闘。f・齢もたず，多軌榊。は
用の発現観贈た（鞭図）・”・－1二の囎融　融感醗。姻、、ないと縦。，‘s。hilf　tう⑳に重

の上’中゜下錦で著しい齢見ら漁かつた・ @亥扇を襯。N，．hyp。9。、，，、、。、内の購1苅，｛1、1欄

　　3）Pilocarpine作用に撫i妥すBuscopanの　　　　維の緊張如何が収縮若しくは弛緩の反応となつて繊現

　　　影響　　　　　　　　　　すると述べているが，その後，Hilz⑪，　s鳳⑳は豚子
　Pl110－sにょり運動曲線はi隆度の緊張上昇を来す　　　宮に二就て二勇「z　ilELを記機し｝i交感，副交感両lll経がムk

が，之に同濃度のBuscopanを与えると曲線は元に恢　　　理的｛こ必ずしも1－，抗的には働かず例外的な場r㌃がある

復した。又Pii　10一7により強度の1［史縮曲線を描いた．　とし，叉，両線維は角孕荊学的にN艦内に於て混在する

子宮にBuscopan　10綿～2×1〔〕－9・を適用した後岡濃　　　故に薬物反耳葭は時に確然としない旨を述べている。

度のPilを与えてもBUSCOpanの影iY，iは殆ど見られ　　　　一般にi受礁神経餅！は臓器外に，副交感神経節は之．iこ
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　反して臓器内に存するとされているが，現在の知識　　　全てその運動を促進せしめ，少徽では灘動轍の増加な

を以てすれば，子宮’は全く口律神経節を欠くものとさ　　　　来し，大ユ鳳では強い緊弥1」：：ダ1・咳f・黙し，」凝巾｝1は去μ鱒，て極

れている。而してFrankenh藍userの神経叢力・数多の　　度に縮小し迎動は像黛停ILするに刻る。「轡嘉の猟捗．し

紳経節に窟み，且つN．hypogastricus，　N，　pelvicus　　　た文献でも金て同様な作用態度であ・つたo

の交通路となつているが，米だ子宮運動機転に闘し1，「一［　　　Atropineは概して抑制作用を！“11こした。併し4臨，

何なる寄与をなしているか不詳と云はねばならない。　　　　Atrに刈’する反応は量的に見て耶黛であ’つて，撫めて

　薯商は実験に際し予備妻｛験として先づAdr，　Ach，　　少．El，1：（10…v）で抑制現憩な見るに拘らず，増駄しても

Pil・Atr，の作用を検索し，その結果を以て他の薬物　　　無変化のこともあり，作用濃度の決驚は困難であつ

の作用機序の分析に当てようとLた。　　　　　　　　　た。

　観察の結果によると・生後8ケ月前後ρ食肉用に屠　　　次いで，PitとAtr，　AchとAtrとの閣係を搬九斯，

殺した餓豚縮の鋤は嚇∬・期のそれは撒鰍　完盈、繍棚豫が観察されブこ。而してその濃El　1＃　klt　・コat

の附図中に見られる如く，比較的規則正しい周期性，　　　求めると，Pi170に．対しAtr　1であつた。翼，復糎

リズムをもち且っ一1嚇性断広rんでいるが・発↑・糊　一びはA・h10に対してAt・1で三らつた。

のそれは，運動が振幅は大きし・が緩慢であり，5L・　　N－A・1・　vrk慨して1糊作用灘した。即ち少．tw・avin

齢獣のそれは運動が繍でelilつた・か斑線は　揃，1を縮小せしめ一樽翻：既で醐1鰍轍醐．1乍

1〈・y・⑳が，豚子舘於て，発1，糊中蔚鯉蹴大　∫1醜すること瀞く，この鰍Ad，と灘し鵡

且っ緩慢であるが発情間期に於ては頻且つ小であると　　　相性と見倣した。その最小有効i鍾：は10sであつて，

述べ・BI・｛・⑬が醐馴h子’謝の鵬醗｛欄・1・・蝋　Ad・1砒し硝・ll笥かつた。叉，　A、h，　Pil，　A、，，　Ba

も小さく，発情1麦期よりミilり1次増加して発情間期に最大　　　等とのi刻係をみたところ，その何れとも侵襲煮を5㌔峯に

に遠し，発情前期；・1　lfi］い再び漸次衰弱するど1侵告した　　　することは明かである。

線と融鞭一セ・し規のである・　　　　エ・・M・。蠣して袖こ対し獄調磁的に謀
Ad「は豚子割謝して朔i　作用槻したが・訓継　よll職・対しては抑llil的に作用する。淵鉢剤IX．・yrn一

であった。即ち有効濃度で抑制作用のみを玉二するもの　　　pathornimeticなarnineと呵乙ばれているが，その代

と・初期充奮後抑制するものとがあり低濃度では何れ　　　表薬たるAdr及びN・・Adrの影響を比較観樂してみ

も時間の経過により・やx恢復するが，高濃度では強い　　　るとその何れとも無関係であつた。而して井上⑳は蒙

抑繊示し・自鰍復観なかつた・前述の如く，　兎鞘に於び！奮翻捲見て駒託鮪・用徽が
Ad「の子営作用ほ条件により麟だしく左右され・全く　　Adr，　N－Adrと同様であつたと述べているが，筆兎

一様ではない・勤々・於てはAd・の効果｝t・N・・hyp・一　子？瓶Addこより繍するところか硯て，　P，i，1。e

・・st・i…の轍螺にオ・目当し・C・sh・・⑨らが不鱗　のH好宮闘す砕用は。h。li。，，gi、な1棚と購断

で弛緩を来した観察を皮持する見解が多い。Kokら⑰　　　出来一1．fiいとしても，少くともsympath。mime’tic　ts　ft1

の豚子宮に於ける報告でも薯渚と同様のこ二相性を述　　銅とは諏め難い。

べ・aつ鼎闘に初蹴勲溌情1蓼脚1剛1制のみ　P，1・c・1は低濃で購として醐縫fF鵬凱
を礁しているが・B°nneyらカミモルモ・ト…　　たが沖聯（…）肚で耀動醐肌て逆に停
テ・マウスに於て灘した繍こよると1醐鰍壬に　止せしめた．而し’C・．Ad・，　N．－Ad・，　E，hed，i。，の何

拘ら執に弛緩齢すが・その殿；賜聞御・於て．れのf・F用を纐撚せる。と蜘つた。従つて他の臓

は二相性のも゜Lようである・　　　　　糎方奄て、d・en・ly・i，と称さ泌ものの，子離於て

瀞の実験に於て櫛・1購を以て反応した例より　聴しろ・ympa・h。mim，・i・なAd噸と剛細｛　櫓。

見ても二相性と断ぜざるを得ない。　　　　　　　　　　働くものと見倣され，又Pilとの関係から見てcho－

PiR詮て，t進作用鰻したカミ講述の如く多数の　li・，・gi・な㈱とは購し得なかつた。

研究者が他の鋤で縫備綱様｝・縮している・　R・・e・pl・eは主として榊。対し嘘より大，、，，、群。到

併・ ﾟK・k⑳・儲で蹴U灘に於て時によ醐1評、柵を凱た．本物質。作，目機転獣だ充分
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